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論文の内容の要旨
（目的）
　脳虚血急性期の研究に初めて拡散強調protoΩM1RSpectroscopy（MRS）が用いられ，脳虚血申及び再薩流後早期
に主な脳代謝物質であるMacety1aspartate（NAA），creat1ne（Cr），chohne（Cho）及び仰o－inositol（Ins）の信号強
度が増加することが報告された。これらの脳代謝物質の濃度については経過申に一定であることが別の実験で確
かめられており，信号の強度の変化には関与していない。そこでこの拡散強調protonMRSにおける信号強度増加
の機序としては脳代謝物質の細胞内拡散が脳虚血時に低下している可能性が示唆された。しかし拡散強調proton
MRSでは十分な拡散強調を得るためにエコー時問（TE）が長くなり，必然的にT。緩和が強調される結果となる。
過去に脳代謝物質のT。緩和時間が脳虚血急性期にどの様な影響を受けるかを検討した報告は無く，従って脳虚血
時に細胞内拡散が低下していることを示すためにはT。緩和自体が信号強度の変化へ影響を及ぼしていないことを
証明する必要がある。
　本研究は一過性脳虚血が脳代謝物質のT。緩和自体へ及ぼす影響について検索し，拡散強調protonMRSで認めら
れる信号強度の変化が脳代謝物質の細胞内拡散の低下によるものであると結論することができるかを検討した。
（方法）
　ラットー過性前脳虚血（20分虚血，120分再灌流，n＝10）はfouHesse1occ1usionmode1をもとに，ラットをマ
グネット（Bruker社製，2．35T）内に留置したまま脳虚血，再灌流を行えるように改良した。MRSはSTEAM法
（stimωatedechoacquisitionmode；TR＝3000ms，TM＝10ms）を用い，7×5×7mm3の局在スペクトルを得た。
1．T2強調MRS
　虚血前から再灌流後に至るまでの経過中にsing1escanをTE＝20msと135msで交互に施行し，各々64回積算に
よりNAA，Cr，Cho，榊o－Insの信号強度を得た。次々と16scanずつシフトした64scanからのデータポイント（時
間分解能11分36秒）を連続してモニターし，T。緩和を強調することにより脳虚血時に各脳代謝物質の信号強度
が変化するか調べた。
2．T。緩和時問（絶対値）
　虚血前と再灌流後90分及び！20分後にTE＝20，68，135，206，270msでの測定を行い各脳代謝物質のT。緩和
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時間の絶対値を計算し比較検討した。
（結果と考察）
！．T2強調MRS
　脳代謝物質の濃度を反映する短いエコー時聞（TE＝20ms）でのspec施では虚血による嫌気的糖代謝に由来す
る1aCtate及びg1uCoSeの一過性の変化が見られた以外は各脳代謝物質の信号強度は一定であった。T。緩和が強調さ
れる長いエコー時間（TE＝135ms）でのspec施と，更に脳代謝物質の濃度やT1緩和の影響を除く目的でTE135／
TE20の信号強度の比も検討したがNAA，Cr，Cho，〃oJnsは両者ともに有意な変化は見られなかった。
2．T。緩和時問（絶対値）
　虚血前のNAA，Cr（CH・），Cr（CH・），Cho，榊oJnsのT・緩和時聞は各々406±82ms，203±19㎜s，136±24ms，
350±67ms，及び125土23msであったが，再灌流後90分及び120分の値と比較していずれの脳代謝物質も統計学
的な有意差を認めなかった。
　以上の結果からラットー過性前脳虚血の経過申にNAA，Cr，Cho，榊oJnsは濃度もT2緩和時間も変化しないこ
とが明らかになった。即ち拡散強調protonMRSにおいて脳虚血中及び再灌流後に認められた脳代謝物質の信号強
度の増加（M．Wicketa1．Stroke26：1930－1934．1995）は細胞内拡散が低下したためによるものと結論された。こ
れは既に臨床応用されている拡散強調MR亙犯agingでの脳虚血後早期の信号強度の変化にも細胞内拡散の低下がそ
の機序として重要である可能性を示唆するものと考えられた。
審査の結果の要旨
　脳虚血の研究に拡散強調protonMRSを用い，脳細胞の代謝物質の動態を非破壌的に観察することが可能となっ
てきた。拡散強調画像は計測上長いTEを要し，必然的にT。強調画像となるため，代謝物質のT。緩和の影響の有
無により計測結果の解釈が全く異なる。NAA，Cr，Cho，榊olnsのT・変化を認めぬことが示されたことにより，
拡散強調protonMRSの信号変化は代謝物質の細胞内拡散を反映することが明らかとされた。急性脳虚血状態・代
謝に影響を及ぼす薬剤ほかの因子を解析する手段が確立されたことは，今後この方面の研究を推進する上で有用
であり，高く評価できる。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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